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鋼コンクリート合成床版の底鋼板継手部の疲労耐久性について

（株）ＩＨＩインフラシステム  正会員 ○鈴木 統 

（株）ＩＨＩ  正会員  山口 隆一

（株）ＩＨＩ  正会員  塩永 亮介

１．はじめに 

 溝形鋼を用いた鋼コンクリート合成床版では，鋼とコンクリートの合成のために頭付きスタッドをずれ止め

として使用している．また，底鋼板（パネル幅 2.4m）同士の継手構造にはトルシア形高力ボルト（以下，TCB）

による摩擦接合を採用している．この底鋼板の継手部周辺の鋼とコンクリートの合成には，標準部と同様に頭

付きスタッドを配置しているが，TCB によっても鋼とコンクリートのずれ止めとしての効果が期待できるこ

とが考えられ，昨年度ずれ止めに頭付きスタッドもしくは TCB を適用した試験体による載荷試験を実施し，

作用するせん断力に対して TCB がずれ止めとして機能することを確認した．ここでは，上記の構造に対して

輪荷重による疲労試験を行い継手部の疲労耐久性を確認したので報告する． 

２．実験概要  

 供試体は継手部を底鋼板中央に配置し TCB で接合した．通常のリブ間にはスタッドジベルを配置している

が，継手部には TCBにずれ止め機能を期待するためにスタッドジベルは配置していない．実験は IHI 技術研

究所の輪荷重疲労試験機を用いて，道路橋示方書に示す階段載荷方式によって 52 万回まで載荷を行った． 

 供試体の概要を図 1に，輪荷重試験機の様子を写真 1に，試験における載荷方法を図 2に示す． 
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図 1 輪荷重試験供試体概要

写真 1 輪荷重移動載荷試験機            図 2 載荷方法 
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今回の実験では，継手部の TCBにずれ止め効果を持たせること

で摩擦接合への影響がないかを確認するため，TCBにボルトゲ

ージを取付け導入軸力の変化を計測し，継手部の目開き量も計

測した．ボルトの軸力の計測位置および目開きの計測位置を図

3,4 に示す． 

３．実験結果  

 試験は 52 万回まで載荷を行い，未破壊で終了した． 

3.1 継手部の剛度 

 試験期間の供試体中央の変位量は従来の実験･全断面有効お

よび引張側コンクリート無視の断面における解析値との比較よ

り，継手部スタッドありの供試体と同等の剛度を有しているこ

とを確認した． 

3.2 ボルト軸力の変動 

 試験開始より 52 万回の試験終了時までのボルト軸力変動量

の推移を図 5 に示す．荷重は 157kN から開始して 392kN まで載

荷を行っているが，ここでは変動の推移を荷重の大きさによら

ず比較するため，すべて 157kN 相当に換算してグラフ化してい

る．載荷時の変動値が最も大きいのは荷重直下のボルト T5 であ

るが，軸力変動値は 1.5kN 以下であり，試験期間を通じてほぼ

一定であり，水平せん断力による継手部への影響は無いと言え

る． 

3.3 継手部目開き量の推移 

継手部の目開き量の推移を図 6 に示す．グラフの値は P1 と

P6，P2 と P5，P3 と P4 をそれぞれ平均化した値を示している．

目開き量は載荷に伴って徐々に増加しているが，すべりが生じ

て急激な増加を示す状況ではなく，健全な状態であるといえる． 

４．まとめ  

 本実験において得られた結果を以下に示す． 

１）継手部のスタッドを省略した合成床版においても，スタッ

ドを有する床版と同等の剛性を有し，疲労耐久性も問題ない． 

２）継手部の TCBの軸力変動･目開き量の推移から，TCBが継

手部における水平せん断力を負担した場合でも，継手部の疲労

耐久性には問題が無い． 

今回の実験においては継手部に作用する鉛直方向の引抜力の

影響は不明であるが，今後解析等により影響を確認する予定で

ある． 

図 3 ボルトゲージ配置図
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図 4 πゲージ配置図 

図 5 ボルト軸力変動推移 

図 6 目開き量推移 

-5

-4

-3

-2

-1

0

1
0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 52

万載荷回数(万回)

軸
力
変
動
（
kＮ
）

T5                  

T4                  

T3                  

T2                  

T1                  

土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-1196-

 

Ⅰ-598

 


